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H28 年度中（Ｈ 28 年 4 月～Ｈ 29 年 3 月）における研究等活動状況

　著　書

著　者　名 書　　名 出　版　社 発行年月（西暦）
共著の場合は担当頁

吉田雅彦 仏壇表示問題白書 仏壇公正取引協議会 2016 年 05 月01日

熊野　稔
他日本建築学会法令

委員会教育普及小委員
建築法規用教材　2017 日本建築学会

2016 年 05 月01日
（P91～125 )
（P139 ～151）

根岸裕孝
地域資源と地域振興

　（所収　伊東維年編著
『グローカル時代の地域研究』

伊東維年教授退職記念論集）
日本経済評論社 2017 年 2 月

(pp.129-141)

根岸裕孝

経済政策と地域づくり
知識基盤型経済と公共政策教育

（所収　今川晃編著　　
『自治体政策への提言　
　学生参加の意義と現実』）

北樹出版 2016 年 9 月
(pp.85-88)

足立文美恵
（離婚事件処理実務　
　　　　研究会編著）

離婚事件処理の実務
（追録第 3 号） 新日本法規 2016 年 10 月

（P1285 ～ 1286)

芦田裕介

「モノと人との出会い―農業機械
をめぐるユーザーとメーカー

の交渉」秋津元輝・渡邊拓也編
『せめぎ合う親密と公共

―中間圏というアリーナ―』　

京都大学学術出版会 2017 年1月
（P239 ～ 261)

　論文（査読有り）

著　者　名 論文題名 学術誌名・論文集名 巻・号・ 頁
年月日（西暦）

平岡　透
熊野　稔  
浦浜喜一

バイラテラル包絡フィルタに
よる干渉模様風画像の生成

映像情報メディア
学会誌

Vol.70，No.10，pp.J　
249-J254，Nov.2016．

2016 年11月号

波出石　誠

熊野　　稔

過疎地域における地域活性化に
資する民間公募方式による廃校

活用システムに関する研究 
−三好市休廃校等活用
　事業を事例として−

日本建築学会技術
報告論文集

第 23 巻　
第 53 号，253-258，

2017 年 2 月

平岡　透
熊野　稔  
浦浜喜一

k- 平均法と線形回帰分析を
用いた石鹸膜干渉画像の生成

映像情報メディア
学会誌

Vol.70，No.10，pp.J　
249-J254，Nov. 2016．

2017 年 3 月

安高尚毅
平岡透
熊野稔

山陰木造駅舎に関する研究　
その 4

JR 荒島駅について 
産業考古学会論文集 3 月号

2017 年 3 月

撫年浩、池田幸資、
坂本和志 他1名

共役リノール酸給与が豚の
成長と体脂肪に及ぼす影響 関東畜産学会報 66 巻 2 号 pp55-62

2016 年 9 月

根岸裕孝
「戦後日本の産業立地政策－プ

レイヤー間の関係を中心にー」
（博士学位請求論文）

九州大学大学院
経済学府博士論文

九州大学経博甲 214 号
2017 年 3 月24 日
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Terutaka Tansho

IT Industry promotion in 
Matsue and Shimane 
P r e f e c t u r e ,  J a p a n : 
L e v e r a g i n g  O p e n 
Source Software and 

“Ruby” Technologies

The Proceedings
of“Uddevalla

Symposium 2016,
Geography, Open 

Innovation and
Entrepreneurship”

Reports 
2016:5, 

University West,
pp.585-588

蛯原啓子
西　和盛

美と健康を支える食の実現に
向けた 6 次産業化の実践 食農資源経済論集 第 68 巻・1号・印刷中

2017 年 3 月

Kako Inoue, 
Nguyen Thi Nga, 
Pham Tien Dung,
他 1 名

The Real i ty  of  Rura l
Communities Revealed 
in a Rural Development 
Project: A Comparative 
Study on Three Rural 
Communities in the Red 
River Delta,  Vietnam

Journal of Rural 
Planning

Vol.35, pp.266–273,
Nov. 2016

成瀬トーマス誠 「儀礼的理神論について」 比較憲法学研究 第 28 号
129-154 頁（2016 年）

Kishita, K., 
Ibaraki, K.,
Itakura, S.,
Yamasaki, Y.,
Nishikata, N.,
Yamamoto, K.,
Shimizu, M.,
Nishiyama, K.,
Yamasaki, M.

Preparation of　　　　 
Conjugated Linoleic Acid 
Microemulsions and their 
Biodistribution.

Oleo Sci. Vol. 65, p949-954.
2016 年 7 月

芦田裕介 高野山周辺の空き家からみる
人口維持システムの変容 比較家族史研究 Vol.31，pp.2-20，

2017 年 3 月

芦田裕介 空き家をめぐる政策の論理と
地域の論理

村落社会研究
ジャーナル

Vol.23(1) 
pp.32-36

K.Yamazaki,
A.Yamazaki,
K.Ikeda, C.Liue,
M.Fukushima,
Y.Kobayashi,
Y.Kuno

“I’ll be there next”: A
Multiplex Care Robot
System that Conveys
Service Order Using

Gaze Gestures.

ACM Transaction 
on Interactive

 Intelligent Systems,

Volume5, 
Issue4, Article  

No. 21, 1-21, Jan 2017

　論文（査読なし）

著　者　名 論文題名 学術誌名・論文集名 巻・号・ 頁
年月日（西暦）

入谷貴夫 京都府の地域政策－都道府県
段階の内発的発展の研究－

日本地域経済学会
『地域経済学研究』

32 号、21-44 頁、
2016 年12 月

熊野　稔

「学校まちづくり」における
高校生レストラン「まごの店」
の動向と効果  三重県多気町
県立相可高校を事例として

自治研やまぐち
山口県地方自治研究

センター
NO84. pp.3-13　

2016 年 4 月

熊野　稔 水素エネルギーを活用した
地域づくりについて

自治研やまぐち
山口県地方自治
研究センター

NO85. pp.15-33
2016 年 7 月
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熊野　稔
人口減少時代における空き家
活用による企業誘致・移住の

手法について

自治研やまぐち
山口県地方自治
研究センター

NO.86　pp.3-18
2016 年11月

岡田正幸
桑野　斉

市町村合併と公的不動産の
統廃合・複合化の進展 日本不動産学会誌 NO.119,pp.60-67,

2017 年 3 月

丸山亜子 一般的拘束力－
朝日火災海上（高田）事件

別冊ジュリスト
（労働判例百選第九版）

184 －185 頁
2016 年11月

丹生晃隆

ビジネスインキュベーション
施設の成果決定要因に関する

探索的研究―支援成果と満足度
との関係性から考察する

「都市」と「地方」の差異―

日本政策金融公庫
総合研究所

「日本政策金融
公庫論集」

第 31号、pp.71-103
2016 年 5 月

丹生晃隆
ビジネスインキュベーション
施設のパフォーマンス評価に

関する研究
実践経営学会

「実践経営研究」
No.8、pp.171-180

2016 年 9 月

成瀬トーマス誠 「安倍首相靖國参拝
　　訴訟について」 宗教法 第 35 号1–27 頁

（2016 年）

　総説・論説

著　者　名 論文・報告題名 学術誌名・論文集名 巻・号・ 頁
年月日（西暦）

宮木健二（戸敷浩介、
西和盛、山崎有美

他 2 名）
地域資源の可能性を考える

〜宮崎のお茶を世界に発信〜
高校生のための

地域資源創成学入門
Vol.1

2016 年 8 月

Jeongsoo YU,
Shuoyao WANG,
Erdenedalai 
BAATAR, Kosuke
TOSHIKI, Hirotaka
NAITO

New Challenges and Trends
on ELV Recycling in Japan
-Focus on Popularization of
New-Generation Vehicles
and Export of Used Cars.

2016 Australian
 Automotive
 Recycling

Conference Booklet

pp.11-12.
2016 年11月23-26日

戸敷浩介 , 内藤博敬
モンゴル国の都市化とモータリ

ゼーションによる都市廃棄物
問題の顕在化

環境科学会誌

西　和盛
露地野菜経営における栽培管理
の IT 化および契約栽培農家の

組織化－九州：新福青果
農業と経済 82 巻・3 号・131-139

2016 年 4 月

井上果子 異分野の知識を習得し
実践力を養う 農業と経済 Vol. 82, No.11, pp.92-93.

2016 年11月

成瀬トーマス誠 「宗教法判例のうごき
〔平成 27 年・公法〕」 宗教法 第 35 号 301-313 頁

（2016 年）

成瀬トーマス誠
「特定秘密保護法は違憲・無効

である旨の宣言判決を求める
訴えが退けられた事例」

TKC ローライブ
ラリー新・判例解説

Watch
憲法 No.118（2016 年）

芦田裕介 農業機械と人の関わりを考える 技術と普及 2017 年 2 月号
pp.74-75
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　学会・研究会発表

発表者名 講演題目名 研究会等名 年月日（西暦）

吉田雅彦
中小企業の産学官連携の
人的ネットワーク―宮崎と

岩手の事例から―」

組織学会九州支部
例会／経営情報

学会組織ディスコース
研究部会合同

部会プログラム

2017 年 3 月

小俣直也，梶田佳孝，
出口近士，

口蹄疫発生時の消毒槽における
車両消毒の効率化に関する研究

平成 28 年度土木
学会関東支部研究
発表会（埼玉大学）

2017 年 3 月

IDRUS Miftachul
Alam,　Cikashi
DEGUCHI, 
SURYANTO

Disaster and Relevant
Management Problems along
the Pujon - Ngantang Road
in Konto Hulu Watershed,

Indonesia

平成 28 年度土木学会
西部支部研究発表会

（佐賀大学）
2017 年 3 月

Ahmad Tamim
ASAD, Chikashi
DEGUCHI

AN ANALYSIS OF THE
APPLICABILITY OF LAND 

READJUSTMENT TO 
THE REHABILITATION OF 
INFORMAL SETTLEMENT 

IN JALALABAD CITY

平成 28 年度土木学会
西部支部研究発表会

（佐賀大学）
2017 年 3 月

富永雅隆 , 出口近士

自転車通行空間整備ガイド
ラインとの対比による郊外道路
の整備課題―国道 220 号日南

海岸の場合―

平成 28 年度土木学会
西部支部研究発表会

（佐賀大学）
2017 年 3 月

入谷貴夫
成長志向から豊かなまちづくり

へ人口減少時代における
地域経済のあり方

日本地域経済学会 2016 年12 月3日

谷田貝孝 金融行政変遷による金融機
関与信スタンスへの影響

公共選択学会
第２０回全国大会 2016 年12 月17 日

谷田貝孝 事業再構築に関する
経済理論的考 実践経営学会 2017 年 3 月18 日

熊野稔、出口近士
平岡透、藤井水晶

市街地における道路残地型ポ
ケットパークの評価と方向性～
山口県周南市・県道新南陽津和
野線の拡幅事業を事例として～

平成 27 年度都市計画
学会九州支部研究
発表会　九州大学

2016 年 4 月2日

熊野稔、波出石誠

空き家活用における企業誘致と
定住促進に関する研究…

徳島県サテライトオフィスの
事例を通して

28 年度日本建築学会
大会研究発表梗概集

福岡大学
2016 年 8 月26日

波出石誠、熊野稔
過疎地域における民間公募方式

による廃校活用システムに
関する研究

28 年度日本建築学会
大会研究発表梗概集

福岡大学
2016 年 8 月25日

熊野稔 「道の駅」の災害支援と防災機能
強化の方向性

宮崎大学産学地域連携
センター第 23 回技術

研究発表交流会
2016 年 9 月27 日

熊野稔、平岡透
波出石誠、安高尚毅

地方都市における地域資源を活
用した長期滞在システムに関す
る研究くしろ長期滞在ビジネス
研究会を事例として

平成 28 年度日本
建築学会九州支部

研究報告会長崎大学
2017 年 3 月5日
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波出石 誠、熊野 稔
過疎地域での地域再生に資する
企業誘致による廃校活用に関す
る研究 －養父市を事例として－

平成 28 年度日本
建築学会中国支部

研究報告会 島根大学
2017 年 3 月5日

GAZALI , 
Minoru KUMANO

Analysis of the Dynamics of
a Built-Up Area in the Region

in the context of Regional
Proliferation (Regional Split)
Implication in Indonesia: A
case study of Southeast

Sulawesi Province

土木学会西部支部
研究発表会　

佐賀大学
2017 年 3 月 4 日

撫年浩、後藤杏実、
齊藤邦彦 他 2 名

黒毛和種および日本短角種の哺育
育成方法の違いがその後の産肉形

質の経時的変化に及ぼす影響
日本畜産学会
第122 回大会 2017 年 3 月29日

園弘子、坂本泰祥
公企業経営と原価マネジメント

－香美市上水道事業を
対象として－

九州経済学会
第 66 回大会 2016 年12 月3日

園弘子 日本統治時代の台湾に
おける商業会計教育

アジア政経学会
2016 年度秋季大会 2016 年11月19日

根岸裕孝 北部九州における産業立地政策 経済地理学会西南支部 2016 年12 月3日

戸敷浩介 , 内藤博敬
ウランバートル市周辺の
鉛バッテリーリサイクルと

鉛汚染の現状

環境科学会
2016 年会 2016 年 9 月9日

内藤博敬 , 戸敷浩介 ウランバートル市周辺の
遊牧家畜に対する鉛汚染

環境科学会
2016 年会 2016 年 9 月9日

蛯原啓子 , 西和盛 美と健康を支える食の実現に
向けた 6 次産業化の実践

28 年度食農資源
経済学会大会

シンポジウム宮崎市
2016 年 9 月

井上果子

ベトナム紅河デルタ村落に
おけるローカル・ポリティクス

―農協・集落・農民の関係
をめぐって―

日本村落研究学会
第 64 回大会

（日本村落研究
　　学会通信）

No.247, pp.13-14
2016 年 09 月26日

2016 年11月5日

井上果子
農村振興プロジェクトに見る農
村社会のリアリティ：ベトナム紅
河デルタ 3 農村集落の比較研究

農村計画学会
2016 年度秋期大会 2016 年12 月3日

山崎有美 , 太田優磨 , 
杉村和実 , 堤省一郎 ,
谷口寛俊 , 山崎正夫 .

糸巻きダイコン加工食品の
アントシアニン量減少抑制に

関する研究 .

第 20 回生物
機能研究会 . 2016 年 7 月2日

山崎有美 , 山崎正夫 , 
亀井一郎 , 園田紘子 , 

大島達也 ,
 MADHYASTHA
 HARISHKUMAR, 

池田正浩 .

機能性微粒子を基軸とした
「原食回帰」の提唱と意義の証明 .

第 23 回 
宮崎大学産学・地域
連携センター技術・

研究発表交流会
2016 年 9 月27 日

山崎有美 , 太田優磨 ,
杉村和実 , 堤省一郎 ,
谷口寛俊 , 山崎正夫 .

地域素材を用いた
加工食品の開発

第 23 回宮崎大学産学・
地域連携センター

技術・研究発表交流会 
2016 年 9 月27 日

大島達也 , 山崎正夫 , 
山崎有美

農工連携による地域資源を原料
とした経口キャリヤの開発 .

第 23 回宮崎大学産学・
地域連携センター

技術・研究発表交流会 . 
2016 年 9 月27 日
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山崎有美 , 山崎正夫 , 
亀井一郎 , 園田紘子 ,

 大島達也 ,
MADHYASTHA
HARISHKUMA, 

池田正浩 .

食用植物由来の機能性微粒子
による乳がん抑制作用に

関する研究 .

第 2 回 COC＋
みやざき A&S
ヒルズ研究会 .

2016 年11月23日

山崎有美 , 亀井一郎 , 
大島達也 , 園田紘子 , 
池田正浩 , 山崎正夫 .

食用植物由来エクソソーム様
ナノ粒子の乳がん抑制作用 .

日本農芸化学会
2017 年度大会 . 2017 年 3 月20 日

古庄利菜 , 山崎水優 ,
高島沙季 , 花本由輝 ,
園田紘子 , 池田正浩 ,
亀井一郎 , 大島達也 ,
山崎有美 , 西山和夫 ,

      山崎正夫 .

タマネギ由来エクソソーム様
ナノ粒子の基礎的分析 .

日本農芸化学会
2017 年度大会 . 2017 年 3 月20 日

近藤友大 , 本勝千歳 アボカドの低温障害に
およぼす遮光の影響

第120 回日本熱帯
農業学会講演会 2016 年10 月

近藤友大 パッションフルーツの
品質向上のための施肥技術 第 200 回研究集会 2016 年 7 月

芦田裕介 農業機械と人の関わりを考える 技術と普及 2017 年 2 月号
pp.74-75

Koh, Hayakawa
Kako, Inoue

Yusuke, Ashida
GIAHS and Sustainable

community
第16 回日伊科学技術
宮崎国際会議 2016 2016 年 9 月23日

丹生晃隆
中小ベンチャー企業支援に

おける公的支援機関の役割に
関する研究

地域活性学会
第 8 回研究大会

（長野県小布施町）
2016 年 9 月

丹生晃隆

オープンソース・ソフトウェア
の活用・開発貢献が企業経営
に及ぼす影響に関する研究

（第５報）

経営情報学会
2016 年秋季全国

研究発表大会
（立命館大学大阪
いばらきキャンパス）

2016 年 9 月

丹生晃隆
地方において創業を実現する

ビジネスインキュベーションの
あり方に関する研究（第２報）

日本ベンチャー学会
第19 回全国大会
（東洋大学白山

キャンパス）
2016 年12 月

野田哲夫、丹生晃隆 オープンソースを活用した
地域 IT 産業振興策の効果の研究

中四国商経学会
第 57 回大会（広島大
学東千田キャンパス）

2016 年12 月

野田哲夫、丹生晃隆
オープンソースを活用した

地域 IT 産業振興策と
イノベーション効果

オープンソース
カンファレンス

2017 Tokyo/Spring
（明星大学）

2017 年 3 月

　専門講演

発表者名 講演題目名 講演会等名 年月日（西暦）

入谷貴夫 日之影町の地域経済と活性化 ヒノカフェ
（日之影町役場主催） 2017 年 3 月14 日
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熊野稔 「道の駅」による地域の活性化～
宮崎大学地域資源
創成学部公開講座

IN　氷川町
2016 年 6 月11日

熊野稔

「道の駅」の災害対応と地域振興
について・・・東日本大震災等へ

の対応を踏まえて・・・」
｢道の駅｣ 連絡会への現地調査と

アンケート調査より

平成 28 年度
九州沖縄道の駅連絡会

通常総会基調講演
2017 年 3 月14 日

熊野稔 道の駅について 九州沖縄道の駅
連絡会新任研修会 2016 年 8 月25日

熊野稔 交通環境と安全運転管理 28 年度宮崎県安全
運転管理者講習会 2016 年10 月6日

熊野稔 俵山温泉の1100 年
と文化的景観

俵山温泉地区
文化の日講演会 2016 年11月3日

熊野稔 交通環境と交通安全 28 年度宮崎県交通
安全教育指導者研修会 2016 年11月10 日

熊野稔 道の駅と地方創生 広島大学大学院
MOT 講演 2017 年1月30 日

熊野稔 まちづくり・チーム作りの
タイミングとは

28 年度宮崎市景観
まちづくりシンポジウム 2017 年 2 月 4 日

桑野斉 地方自治体における公共施設
マネジメント展開のポイント

三股町公共施設問題
講演会 2016 年 8 月

桑野斉 地方創生を推進する大学の
取組事例

地域デザイン研究会
「これからの地域と大学

のつながりを考える」
2017 年 2 月

撫年浩
ビタミン A コントロールと
超音波による肉質診断で

わかること

全農畜産技術講習会
肉牛専門コース

「肉配営業推進講座」
2016 年 7 月1日

撫年浩 ビタミン A コントロールと発育
JA 北九州くみあい

飼料㈱平成 28 年度用
牛担当者勉強会

2016 年 8 月26日

撫年浩 中山間地域における農業 全国開拓青年・女性
研修会 In 宮崎 2016 年11月15日

撫年浩
枝肉重量の確保を目指して
～ビタミン A コントロール

と発育～

第 8 回配合飼料
和牛枝肉研究会 2017 年1月27 日

金岡保之

宮崎の " 地域の国際化 " をテーマ
とした研究報告

〜インバウンド旅行者の為の
総合パッケージモデル〜

宮崎大学産学・地域
連携センター主催

「第 23 回技術・研究
発表交流会プログラム

2016 年 9 月27 日

金岡保之 宮崎大学地域学部での
研究について 宮崎 SC 会 2017 年1月10 日

根岸裕孝 宮崎大学地域資源創成学部
の挑戦 都城経済同友会講話 2016 年 5 月16日
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根岸裕孝 地域経営と人材
宮崎大学地域資源
創成学部公開講座

IN　氷川町
2016 年 6 月 4 日

根岸裕孝 いまなぜ地方自治体で
協働なのか（協働総論） 宮崎県市町村振興協会 2016 年 8 月25日

根岸裕孝 経済の基礎 宮崎県自治学院 2016 年 9 月13日

根岸裕孝 コミュニティビジネスの意義 宮崎市本郷自治体 2017 年 3 月16日

宮木健二
マッチングのためのラウンド

テーブル「デザインの「チカラ」
を一から考える」

宮崎大学 産学・地域
連携センター

ラウンドテーブル
2016 年10 月

宮木健二

食のデザイン塾
「海外市場と商品デザインの

あれこれ〜競争優位への
勘どころ〜」

公財宮崎産業振興機構
（みやざき農商工連携応

援ファンド事業）
2017 年 3 月

足立文美恵 患者の権利について 宮崎医療センター
病院　講習会 2016 年 7 月

丹生晃隆 大学のイノベーションを牽引
する東京大学と地方大学

日本ニュービジネス
協議会連合会

第 20 回 JNB セミナー
2016 年 9 月23日

戸敷浩介 グローバル化が地域社会の持続
可能性に及ぼす影響

第 16 回日伊科学技術
宮崎国際会議 2016 2016 年 9 月24 日

戸敷浩介 研究者への道―人生の岐路
に立って考えたこと―

東北大学キャリア
講習会 2016 年11月2日

西和盛
釜炒り茶の潜在的需要を探る～

消費・購買の動向と
今後の可能性～

GIAHS フォーラム 2017 年 3 月

西和盛 農業経営戦略
ながさき青年農業塾、

四国農業大学校
セミナー

2016 年 7 月、
8 月の 2 回

西和盛
10 年後の集落を描こう！

～地域の未来を想像・
創造しよう～など

のべおか夜なべ塾 2016 年 7 月～ 2017 年
1月の間、3 回

西和盛
Foreign Trainees as Labor

 Force on Agriculture in 
Japan

第16 回 日伊科学技術
宮崎国際会議 2016 2016 年 9 月

西和盛 お茶が食卓に届くまで～
お茶に関わるさまざまな人たち 大学開放事業 2016 年11月

西和盛 緑茶の経済学
～ 6 次産業としての茶業界～

オープンキャンパス
模擬講義「ひろがるお

茶の可能性」
2016 年 8 月
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Kako Inoue

Consumers' behaviors and
 farmers' decision-making:
 A case study on "organic"
and "safe" crop production
and marketing experience 

in Vietnam

Sakura-Lotus
 International

 Seminar
Theme: Agriculture

and Sustainable
Rural Community

Development

2016 年 9 月1日

Ko Hayakawa, 
Kako Inoue,

 Yusuke,Ashida

GIAHS & Sustainable
Community: Case on

Takachihogo-Shiibayama
Mountainous and 
Forestry System

第16 回 日伊科学技術
宮崎国際会議 2016 2016 年 9 月23日

Kako Inoue, and
Kosuke Toshiki

The challenges of globalized
community: Our livelihood in
relation with sustainability of

Asian rural communities

第16 回 日伊科学技術
宮崎国際会議 2016 2016 年 9 月24 日

井上果子 世界の影響を受けアジア人と
して働く私の経験的人生観

人生の達人セミナー
（長崎県佐世保市 ) 2016 年10 月27 日

井上果子
国際協力分野の実務および研究

を踏まえた宮崎大学における
研究・教育の取り組み

宮崎県 JICA 専門家
連絡会総会 2017 年1月7 日

井上果子

ソーシャルイノベーション
への挑戦：

ベトナム農村・農業での
無農薬・有機

米の生産・販売の取組

大分県佐伯市
「佐伯人創造塾」 2017 年1月28 日

Kako Inoue
Regional Innovation through

Agriculture and Rural
Development

The 2nd Sakura-
Lotus International

Seminar
2017 年 2 月23日

井上果子 「生涯活躍のまち」
パネルディスカッション

長崎県佐々町「生涯活
躍のまちシンポジウム」 2017 年 3 月18 日

成瀬トーマス誠 「基調講演」
宮崎大学憲法学ゼミ・

宮崎日日新聞社共催
「てげあちぃ憲法討論会

 in Miyazaki」
2016 年 5 月

成瀬トーマス誠 「学校現場と憲法」 教員免許状更新講習 2016 年 8 月

成瀬トーマス誠 「南の串間（くに）から　
2017 改憲」 串間市ことぶき学園 2017 年1月

成瀬トーマス誠 「改憲論の読み方・論じ方」 宮崎県労組会議 2017 年 2 月

山崎有美 女子力向上☆バスボム
を作ろう！

宮崎大学産学・
地域連携センター
公開講座宮崎大学

2016 年 5 月

山﨑有美 . 宮崎伝統野菜『糸巻きダイコン』
の機能性と加工食品の開発 .

第 26 回西日本食品
産業創造展 . 2016 年 5 月18 日
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山﨑有美 . 食品の機能について . 宮崎大学オープン
カレッジ 2016. 2016 年10 月7 日

山﨑有美 . 茶ポリフェノールの世界 . WAKUWAKU
体験 DAY. 2016 年11月20 日

山﨑有美 .

「地域」ｘ「大学」が生む
可能性～宮崎大学から発信する

「新たな教育」「研究への挑戦」
「地域との連携」～ .

第 1 回宮崎県生涯
学習実践研究交流会 . 2017 年1月21日

山﨑有美 .
宮崎伝統野菜

『糸巻きダイコン』の
機能性解析と加工食品の開発 .

食べて知ろう！
宮崎伝統野菜講演会 . 2017 年 2 月7 日

山﨑有美 . サツマイモ～食べ比べ編～ . 第１回地域食資源
おいしさ調査 2017 年 2 月21日

山崎有美 食品機能
～食を知り、賢く選ぶ～

宮崎大学地域資源
創成学部公開講座

IN　氷川町
熊本県氷川町

2016 年 6 月

山崎有美 2016 年度第 1 回
宮☆シュラン大試食会

宮☆シュラン
宮崎大学 2016 年12 月

山崎有美
五ヶ瀬町と連携した、

宮崎大学における食を基軸
とした取り組み

2016 年度五ヶ瀬町・
宮崎ＣＯＣ事業　

地域活性化ＷＧ会議
宮崎大学

2016 年 3 月

山崎有美 平成 28 年度みやざき地頭鶏
試験五成分分析結果について

平成 28 年度みやざき
地頭鶏コンソーシアム

運営委員会
畜産会館

2016 年 3 月

近藤友大
熱帯果樹栽培の可能性　

パッションフルーツ・アボカド
を中心に

宮崎大学地域資源
創成学部公開講座

IN　氷川町
2016 年 6 月

近藤友大
熱帯果樹栽培の可能性　

パッションフルーツ・アボカド
を中心に

奄美大島宇検村
講演会 2016 年 7 月

近藤友大 アリゾナの
ピスタチオ・ペカン農家訪問記

日本熱帯果樹協会第 5
回総会および講演会 2016 年 7 月

近藤友大 農業の基本は土壌から
綾町の土はどんな土？

宮崎大学オープン
カレッジ 2016

食と健康編 in 青島・綾
2016 年10 月

近藤友大 パッションフルーツの
試食・挿し木体験 大学開放事業 2016 年11月

近藤友大
土屋有

どちらも高い！？
マンゴーの甘さと価格の関係

女子高校生のための
サイエンス体験講座 2017 年 3 月

土屋有

地域と大学の価値共創モデル
- コ・クリエイーションへの挑
戦 - 〜地域課題解決型ソーシャ
ルビジネスにおける経営・マー

ケティング研究から〜

平成 28 年度
日本風景街道大学

宮崎本校
2017 年1月6日
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土屋有 マーケティングを活用した
地域連携プロジェクト

第 68 回宮崎大学
イブニングセミナー 2016 年12 月8 日

土屋有 技術進化による
ソーシャルインパクト

宮崎大学地域資源
創成学部公開講座

IN　氷川町
2016 年 5 月

土屋有 「ほんとのところ、全国の地方
企業の採用ってどうなの？」

株式会社ビズリーチ
主催 2016 年 9 月

土屋有 スタートアップ企業における
マーケティング戦略

一般社団法人
StartupGO!GO!
Accelaration

Program
2016 年 8 月

土屋有 あたらしい LIFE を
デザインする

宮崎市　移住
LifeLabo 東京 2016 年 7 月

土屋有、齋藤隆太
齋藤潤一

地方創生チャレンジ
- 移住！起業！ふるさと納税

宮崎スタート
アップバレー 2016 年 7 月

杣川義之介、土屋有
新田大輔 就職活動のための親の役割

平成 28 年度宮崎市
20do. 就活親力

セミナー
2017 年 2 月

土屋有 マーケティングから考える
未来の街のかたち

西都古墳祭
20 周年記念講演 2016 年 9 月

土屋有 マーケティング戦略
DREAM

 HACK2016
基調講演

2016 年 9 月

土屋有 マーケティング基礎・
経営戦略

平成 28 年度宮崎県
観光みやざき創生塾 2016 年 9 月

土屋有 地域資源活用マーケティング
戦略

日向市
ドラゴンアカデミー 2016 年10 月

山崎有美、西和盛
土屋有、宮木健二
園弘子、出口近士

異分野協働の可能性〜宮崎から
発信する「新たな教育」「研究
への挑戦」「地域との連携」〜

宮崎大学地域資源創成
学部設置記念
シンポジウム

2016 年10 月

土屋有 地域課題解決とキャリア戦略
延岡市平成 28 年度

リーダー育成塾
「こころざし」

2017 年1月

土屋有 地方創生、働き方、
イノベーション戦略について

三 股 町 平 成 28 年 度
「三股町まち・ひと・
しごと情報交流セン
ター開所式オープニン
グセレモニー記念講演

2017 年1月

熊谷俊人、土屋有
中山亮太朗、

秋元祥治、東明宏
創業支援 第 1 回地方創生

ベンチャーサミット 2017 年 3 月

土屋有、松村豪太
江川沙織

魅力を引き出す地域
プロデューサーのキャリア

NPO 法人 ETIC. 
「ヒト・コトの魅力

を引き出す地域
プロデューサーの

キャリア」

2017 年1月
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Mihoko Fukushima

“Towards Sustainable
Community Development:

Exploration of
Communication Support

for the Elderly Population”

Sakura-Lotus
International

Seminar, Vietnam
National University

of Agriculture,
Hanoi, Vietnam

2016 年 9 月

　報告書（学術調査報告書・専門報告書等）

著　者　名 報告題名 報告先 年月（西暦）

吉田雅彦、出口近士
桑野　斉、根岸裕孝
宮木健二、西　和盛
土屋　有、森田美香
桑畑夏生、新村拓也

地域志向型キャリア
教育を活用した

地方創生人材の育成
（宮崎市地方創生人材育成支援

事業助成金事業）

宮崎市 2017 年 3 月

熊野稔

山口県官学共同研究報告書
集約型まちづくりの先進事例

評価と山口県への適用へ向けた
調査研究

山口県都市計画課 2016 年 8 月

熊野稔、出口近士
土屋有、根岸裕孝

宮崎市における空き家等地域
資源を活用した移住ビジネスに

関する研究みやざき移住
ブランドの構築を目指して

宮崎市 2017 年 3 月

熊野稔、出口近士
土屋有、根岸裕孝

・みやざき移住ブランドの構築
を通した学生の地元志向の向上 宮崎市 2017 年 3 月

熊野稔、谷田貝孝
丹生晃隆

平成 28 年度雇用創出可能性
経営体調査事業報告書

宮崎県・宮崎県漁村
活性化推進機構 2017 年 3 月

根岸裕孝、熊野稔 川南町の地域資源を有効活用
した地域活性化に関する研究 川南町 2017 年 3 月

金岡保之

宮崎の”地域の国際化”を
テーマとした研究　

〜インバウンド旅行者の為の総
合パッケージモデル〜

日南市 2016 年10 月5日寄稿

金岡保之
調査報告書「第一回訪日外国人
消費動向調査　〜日南市寄港ク
ルーズ船の乗客・乗組員対象〜」

日南市 2016 年10 月5日

金岡保之

調査報告書「地域資源デジタル
マーケティング調査における結
果と考察　〜宮崎県日南市飫肥

をフィールドとして〜」

日南市 2016 年10 月5日

＊著者の記載なし 平成 28 年度　雇用創出可能性
経営体調査事業　報告書

公益社団法人宮崎県
漁村活性化推進機構 2017 年 2 月
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西和盛・狩野秀之

GIAHS 地域における茶業経営
に関する調査、『世界農業遺産
高千穂郷・椎葉山地域に関する

研究報告書』

宮崎県 2017 年 3 月

西和盛

お茶が食卓に届くまで～お茶に
関わるさまざまな人たち、

『地域資源の可能性を探る
－宮崎のお茶を世界に発信－』

宮崎大学 2016 年 8 月

井上果子

世界の人々の暮らしに根付く
多様な茶文化

（高校生のための地域資源
創成学入門 Vo.1, pp.11-12）

宮崎大学 2016 年 8 月

井上果子

第 7 章　高千穂郷・椎葉山
GIAHS 地域における神楽等

伝統文化の継承、
（「世界農業遺産高千穂郷・
椎葉山地域に関する研究」

宮崎大学GIAHS研究グループ, 
pp. 65-72）

宮崎県 2017 年 3 月

山崎有美 , 河原聡 .
五ヶ瀬産「鹿肉・シイタケ」の
市場開拓～宮大生による食材

活用プロジェクト～ .

食と健康を基軸とした
宮崎地域志向型一貫教
育による人財育成事業
成果報告書 , 57 頁 .

2016 年 8 月

山崎有美 , 河原聡 . みやざき地頭鶏の肉質に
関する研究 .

産地活性化総合対策
事業　新品種・

新技術活用産地育成
プログラム . 

成果報告書 , 1-20 頁 .

2017 年 3 月

山崎有美 . 五ヶ瀬町産農産物の新規
ブランディングに関する研究 .

五ヶ瀬町成果報告書 , 
1-27 頁 . 2017 年 3 月

山崎有美 .
くしまオリジナルブランド
認証推進及びくしまファン

拡大推進に関する研究 .

串間市成果報告書 ,
1-24 頁 . 2017 年 3 月

　科学研究費
研究者

( 代表者にアンダーライン ) 研究課題名 研究種目 実施年度

梶田佳孝，出口近士，
吉武哲信

車両の消毒活動を考慮した交通
流シミュレーションの開発と
それに基づく設置点の検討

基盤研究（Ｃ） 2015 年度～ 2017 年度

坂本泰祥
園　弘子

行政経営のための経営情報及び
教育・学習システムの構築－

上水道事業を対処として -
挑戦的萌芽研究 実施 ;2013 ～ 2016

山本健兒・宮町良広・
根岸裕孝・藤川昇悟・
深川博史・清水一史 /

「地域経済発展における生産
ネットワークと地域振興政策の

相互作用に関する研究」
課題番号 25284168

基盤研究（Ｂ） 2013~2016 年度
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丸山亜子
長期休暇の法構造とそれを支え
る労働条件規整システムのあり

方－ドイツ法を参考に
若手研究（Ｂ） 2013.4 ～ 2017.3

丹生晃隆
中小ベンチャー企業支援に
おける公的支援機関の役割

に関する研究
基盤研究 C 2015 年度～ 2017 年度

戸敷浩介 , 劉庭秀 ,
内藤博敬

モンゴル国における自動車廃蓄
電池の利用実態と再活用の

可能性に関する研究
挑戦的萌芽研究 2014-2016 年度

戸敷浩介 , 劉庭秀 ,
内藤博敬

モンゴル国の都市化とモータリ
ゼーションに起因する重金属
汚染の実態と遊牧業への影響

基盤研究 B
（海外学術調査） 2015-2018 年度

新開章司
西和盛
水元芳

医農連携による機能性農産物の
開発と普及のための
マーケティング調査

基盤研究（C） 2015 ～ 2017 年度

芦田裕介
農山村の空き家というモノから
みる地域社会の再生産システム

に関する社会学研究
若手研究（B） 2016 年度

　助成・受託研究

研究者
( 代表者にアンダーライン ) 調査・研究課題名 受託先・団体名 実施年度

熊野稔
出口近士
土屋有

根岸裕孝

28 年度　宮崎市地域貢献学術
研究事業 " 宮崎市における空き
家等地域資源を活用した移住ビ
ジネスに関する研究　みやざき
移住ブランドの構築を目指して

宮崎市 2016 年度

熊野稔
出口近士
土屋有

根岸裕孝

28 年度宮崎市地方創生人材
育成支援事業みやざき移住

ブランドの構築を通した学生の
地元志向の向上

宮崎市 2016 年度

熊野稔
谷田貝孝
丹生晃隆

平成 28 年度雇用創出可能性
経営体調査

宮崎県漁村活性化
推進機構 2016 年度

根岸裕孝
熊野稔

川南町の地域資源を有効活用
した地域活性化に関する研究

川南町商店街の活性化
川南町 2016 年度

撫年浩、齊藤邦彦 若齢肥育に適した粗飼料の選定
と血中ビタミン A の濃度

畜産ユーテック
研究助成事業 2016 年度

金岡保之
福島美穂子

綾町の魅力を海外観光客に
アピール〜地域と連携した

実践的英語教育〜
綾町 2016 年度

根岸裕孝 持続可能な地域づくりに
関する研究 綾町 2016 年度
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西都市と大学の
共同プロジェクト

として参画

㈱日南 : 西都・妻湯プロジェク
ト「『温泉』を活用した地域コ
ミュニティ振興に関する研究」

西都市 2016 年度

戸敷浩介 , 劉庭秀，
上野雄史，関川貴寛

一般廃棄物処理・リサイクルの
広域化に関する GIS を用いた

統合的評価手法の開発
旭硝子財団 2015-2017 年度

戸敷浩介、井上果子、
近藤友大、河野円樹、

平成 28 年度　窒素の需給
バランスが地域社会の持続

可能性に与える影響に関する
研究―宮崎県の農畜産業と

農山村地域を中心に－

日本生命財団 2016 年度

藤掛一郎、竹下伸一、
西和盛、他 7 名

世界農業遺産高千穂郷・
椎葉山地域に関する研究

世界農業遺産
高千穂郷・椎葉山
地域活性化協議会

2016 年度

井上果子

ベトナムの優秀な学生を対象に
したアジアの食料保障を
支える日本式最先端農業

技術やスマート農場管理技術
に関する農業新領域体験研修

JST ：日本・アジア
青少年サイエンス交流
事業（さくらサイエン

スプラン）
2016 年度

福島三穂子、金岡保之

「綾町の魅力を海外観光客に
アピール：地域と連携した実践

的英語教育」（綾生物圏保存
地域の生態系の保全と持続可能
な利活用の調和に関する研究）

宮崎県東諸県郡綾町 2016 年度

山崎有美 食用かんしょ糖度及び
糖組成解析 串間市 2016 年度

山崎有美 . 五ヶ瀬町産農産物の新規
ブランディングに関する研究 .

学外
五ヶ瀬町 2016 年度

山崎有美 .
くしまオリジナルブランド認証
推進及びくしまファン拡大推進

に関する研究 .

学外
くしまオリジナル

ブランド推進協議会
2016 年度

山崎有美 , 河原聡 . みやざき地頭鶏の肉質に
関する研究 .

学外
みやざき地頭鶏事業共

同組合　みやざき
地頭鶏コンソーシアム

2016 年度

近藤友大

パッションフルーツの育種を目
的とした形質予測モデルの構築
のための SNP マーカーを利用

した高密度連鎖地図の作製

学内
戦略重点経費 2016 年度

近藤友大

パッションフルーツの育種を目
的とした形質予測モデルの構築
のための SNP マーカーを利用

した高密度連鎖地図の作製

学内
学部長裁量経費 2016 年度

土屋有
28 年度　宮崎市地方創生人材
育成支援事業　国産工芸品販売

のプロデュース代行事業
宮崎市 2016 年度
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　資金を得た研究プロジェクト

研究者
( 代表者にアンダーライン ) 研究プロジェクト名 学外・学内・学部内

の別と名称 実施年度

谷田貝孝
宮木健二

中小企業向けイノベーション
プログラムの研究・開発 宮崎太陽銀行 2016 年度

熊野稔、桑野斉
出口近士、入谷貴夫
戸敷浩介、丸山亜子

足立文美恵
成瀬トーマス誠

芦田裕介、井上果子

地域環境保全を指向した地域
ストックの有効活用の

手法と政策提言
－宮崎市を中心として－

学内
戦略重点研究費 2016 年度

熊野稔、桑野斉
出口近士、入谷貴夫
戸敷浩介、丸山亜子

足立文美恵
成瀬トーマス誠

芦田裕介、井上果子

地域資源としての地域ストック
の有効活用手法の検証と開発

学部内
学部長裁量経費 2016 年度

撫年浩、入谷貴夫、
吉田雅彦　他 13 名

”おいしさ”を科学した宮崎県
農産物の販路拡大及び観光客

集客に関する研究

学内
戦略重点研究費 2016 年度

根岸裕孝 持続可能な地域づくりに
関する研究 綾町 2016 年度

根岸裕孝・熊野稔 川南商店街活性化プロジェクト 川南町 2016 年度

山﨑有美
園弘子

宮木健二
西和盛

地域学部発！地域ブランド食品
の創出と開発モデルの構築

学部内
学部長裁量経費 2016 年度

宮木健二
 （共同研究者：吉田雅
彦、出口近士、桑野斉）

青島地域センター再活用・日南
サテライト新設プロジェクト

学内
戦略重点研究費 2016 年度

谷田貝孝
（共同研究者：宮木健二）

地域資源売上向上プロジェクト
 〜「青島ういろう」の最適

販売コミュニケーション戦略 

学内
戦略重点研究費 2016 年度

村上啓介
（共同研究者：宮木健二）

青島地区一時滞在者向け津波避
難誘導及び観光案内スマホ

アプリ共同研究プロジェクト

学内
産学・地域連携

センター
2016 年度

河原 聡 （共同研究者：
宮木健二、榊原洋一、

松尾光弘他 2 名）

宮崎大学ブランド : 宮崎大学
焼酎プロジェクト 

学内
戦略重点研究費 2016 年度

丹生晃隆 宮崎県内の自治体における
創業支援計画の実態調査

学内
学部長裁量経費 2016 年度

戸敷浩介
西和盛

芦田裕介
他 4 名

地方創成のための
「地域資源創成学入門講座」

構築プロジェクト

学内
学部長裁量経費 2016 年度
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藤掛一郎
竹下伸一
西和盛
他 7 名

高千穂郷・椎葉山世界農業遺産
地域が持つ地域資源の再評価・
体系化と地域活性化戦略の構築

学内
戦略重点研究費 2016 年度

福島三穂子
藤井久美子

台湾の協定校と連携した
インターンシップと語学教育

プログラムの開発

学内
戦略重点研究費 2016 年度

井上果子
福島三穂子

山崎有美他 3 名

宮崎県中山間地域の「女性」に
みる地域の自律的発展に向けた
アクションリサーチプロジェクト

学内
戦略重点研究費 2016 年度

山崎有美 . 五ヶ瀬産乾しいたけを
生かした、新たな食品の開発 .

学内
地（知）の拠点大学
による地方創生推進
事業地域ブランド

創出支援経費

2016 年度

山崎有美 . 地域農業とフードビジネス . 学内
基礎教育重点配分経費 2016 年度

山崎有美 . 地域学部発！地域ブランド食品
の創出と開発モデルの構築 .

学部内
学部長裁量経費 2016 年度

山崎有美、
MADHYASTHA

 HARISHKUMAR、
榊原啓之　他 9 名

食品素材そのものを食べる意義
の証明と その科学的知見を

生かしたみやだいフード
ビジネスモデルの構築 .

学内
戦略重点経費 2016 年度

山崎有美 , 大島達也他 .
みやざき地域資源を活用した

機能性物質探索とその経口送達 
システム開発における

農工連携研究 .

学内
戦略重点経費 2016 年度

　研究成果による知的財産権の出願・取得状況

権利者・取得者 知的財産名称 知的財産の内容等 取得年月等

宮木健二
意匠登録

（特許庁：
意願 2016-005862）

地域資源創成学部の
ロゴデザインを
用いた封筒類

2016 年 8 月

　研究成果による知的財産権の出願・取得状況
研究者

( 代表者にアンダーライン ) 作品名 作品の内容等 作成年月など

宮木健二 都城産圧密杉材
ビアタンブラー

都城杉材による
ビアタンブラー 2016 年 4 月

宮木健二 都城産圧密杉材ぐいのみ 都城杉材に
よるぐいのみ 2016 年 4 月
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宮木健二 AOLA PREMIUM 
BEER TUMBLER

国産カエデ材＋徳島
本藍によるビア

タンブラー
2016 年 4 月

宮木健二 AOLA FOOD DISH（L） 都城杉材＋徳島本藍
による食用皿（大） 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA FOOD DISH（M） 都城杉材＋徳島本藍
による食用皿（中） 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA LUNCH BOX 都城杉材＋徳島本藍
による弁当箱 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA NUTS PLATE 都城杉材＋徳島本藍
によるおつまみ皿 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA LUNCHEON MAT 都城杉材＋徳島本藍に
よるランチョンマット 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA MINI TOTE 国産帆布＋徳島本藍に
よるミニトートバッグ 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA DRINK COASTER（L） 阿波しじら織に
よるコースター（大） 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA DRINK COASTER（M） 阿波しじら織による
コースター（中） 2016 年 4 月

宮木健二 AOLA STAND LIGHT 都城杉材＋徳島本藍に
よる室内用スタンド照明 2016 年 4 月

宮木健二 地域資源創成学部 学部長室
会議テーブル

都城杉材による
会議テーブル 2016 年10 月

宮木健二
焼酎用木製ロックグラス

（都城市ふるさと
納税返礼品採択品）

都城杉材による
ロックグラス 2017 年 3 月

田中雄之 FIVE PERCENT MAN
短編映画。監督、
プロデューサー

として参加。
2016 年 4 月完成

田中雄之 エキストランド
劇場公開用作品。
プロデューサー、
脚本として参加。

2016 年11月

田中雄之 そうして私たちはプールに
金魚を、

短編映画。エグゼク
ティブプロデューサー

として参加
2016 年 6 月完成

　研究成果による知的財産権の出願・取得状況
研究者

( 代表者にアンダーライン ) 受賞名・授与者・団体など 授与・受賞の内容等 授与年月日等

宮木健二
第 34 回くらしの工芸展　入選

（一社熊本県伝統工芸館・
熊本日日新聞社）

国産カエデ材＋
徳島本藍による
ビアタンブラー

2016 年11月

丸山亜子 宮崎労働局 労働行政推進への貢献
を称えた表彰を受けた 2016 年11月23日

芦田裕介 2016 年度日本村落研究
学会研究奨励賞

著者『農業機械の社会
学―モノから考える

農村社会の再編』が、
村落研究に関して

優れた研究業績として
表彰を受けた

2016 年11月 4 日
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田中雄之
ショートショートフィルム

メスティバル＆アジア 2016
オフィシャルセレクション

プロデューサー、
監督として 2016 年 6 月

田中雄之
SKIP シティ国際 D シネマ

映画祭オフィシャル
セレクション

プロデューサー、
監督として 2016 年 7 月

田中雄之 札幌国際短編映画祭
オフシアター部門選出

プロデューサー、
監督として 2017 年10 月

田中雄之 サンダンス映画祭短編部門
グランプリ

エグゼクティブ
プロデューサーとして 2017 年1月

田中雄之 タンペレ映画祭国際映画部門
最優秀フィクション賞

エグゼクティブ
プロデューサーとして 2017 年 3 月

田中雄之
第 39 回クレルモンフェラン

短編映画祭インターナショナル
部門スペシャルメンション

エグゼクティブ
プロデューサーとして 2017 年 2 月


